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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月12日(2016.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法において、
　各ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）クライアントが複数の加入者グ
ループのうちの１つに属している、複数のＷＬＡＮクライアントに対して、アクセスポイ
ントを介して、少なくとも１つのワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）接続
を確立することと、
　前記複数の加入者グループの各加入者グループに対する、前記アクセスポイントを介し
て確立した前記ＷＷＡＮ接続の各々の使用を監視することとを含み、
　前記監視することは、前記複数の加入者グループの各加入者グループに対する各ＷＷＡ
Ｎ接続の使用を区分することを含む方法。
【請求項２】
　前記区分することは、異なる事前共有鍵を各加入者グループに割り当てることを含む請
求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記区分することは、異なるサービスセット識別子（ＳＳＩＤ）を各加入者グループに
割り当てることを含む請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記確立することは、各ＷＷＡＮ接続を確立するときに、各加入者グループに対して異
なるアクセスポイントネーム（ＡＰＮ）を使用することを含む請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記確立することは、各加入者グループに対するパケットデータネットワーク（ＰＤＮ
）レベル認証の間、異なる認証パラメータを使用することを含む請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記確立することは、各加入者グループに対する異なる区分サービスコードポイント（
ＤＳＣＰ）マーキングにより、インターネットプロトコル（ＩＰ）パケットをマーキング
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することを含む請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記各加入者グループに対する異なるＤＳＣＰマーキングは、ネットワークにより事前
にアレンジされている請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記確立することは、各加入者グループからのトラフィックを異なる専用ベアラにマッ
ピングすることを含む請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記異なる専用ベアラにマッピングすることは、ネットワークにより事前にアレンジさ
れている請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　請求項１ないし９のいずれか１項記載のステップを実行する手段を具備する、ワイヤレ
ス通信のための装置。
【請求項１１】
　その上に記憶されている命令を有する非一時的コンピュータ読み取り可能媒体を具備す
る、ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラムプロダクトにおいて、
　前記命令は、請求項１ないし９のいずれか１項記載のステップを実行するように構成さ
れているコンピュータプログラムプロダクト。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　本発明のこれまでの記述は、当業者が本発明を製作または使用できるように提供した。
本発明に対するさまざま改良は当業者に容易に明らかとなり、ここに定義された一般的な
原理は、本発明の精神または範囲を逸脱することなく、他のバリエーションに適用しても
よい。したがって、本発明はここに記述された例および設計に限定されることを意図して
いるものではなく、ここで開示されている原理および新しい特徴と一致した最も広い範囲
に一致させるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［１］ワイヤレス通信のための方法において、
　各ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）クライアントが複数の加入者グ
ループのうちの１つに属している、１つ以上のＷＬＡＮクライアントに対して、少なくと
も１つのワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）接続を確立することと、
　前記複数の加入者グループの各加入者グループに対する各ＷＷＡＮ接続の使用を監視す
ることとを含む方法。
　　［２］前記監視することは、前記複数の加入者グループの各加入者グループに対する
各ＷＷＡＮ接続の使用を区分することを含む［１］記載の方法。
　　［３］前記区分することは、異なる事前共有鍵を各加入者グループに割り当てること
を含む［２］記載の方法。
　　［４］前記区分することは、異なるサービスセット識別子（ＳＳＩＤ）を各加入者グ
ループに割り当てることを含む［２］記載の方法。
　　［５］前記確立することは、各ＷＷＡＮ接続を確立するときに、各加入者グループに
対して異なるアクセスポイントネーム（ＡＰＮ）を使用することを含む［１］記載の方法
。
　　［６］前記確立することは、各加入者グループに対するパケットデータネットワーク
（ＰＤＮ）レベル認証の間、異なる認証パラメータを使用することを含む［１］記載の方
法。
　　［７］前記確立することは、各加入者グループに対する異なる区分サービスコードポ
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イント（ＤＳＣＰ）マーキングにより、インターネットプロトコル（ＩＰ）パケットをマ
ーキングすることを含む［１］記載の方法。
　　［８］前記各加入者グループに対する異なるＤＳＣＰマーキングは、ネットワークに
より事前にアレンジされている［７］記載の方法。
　　［９］前記確立することは、各加入者グループからのトラフィックを異なる専用ベア
ラにマッピングすることを含む［１］記載の方法。
　　［１０］前記異なる専用ベアラにマッピングすることは、ネットワークにより事前に
アレンジされている［９］記載の方法。
　　［１１］ワイヤレス通信のための装置において、
　各ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）クライアントが複数の加入者グ
ループのうちの１つに属している、１つ以上のＷＬＡＮクライアントに対して、少なくと
も１つのワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）接続を確立する手段と、
　前記複数の加入者グループの各加入者グループに対する各ＷＷＡＮ接続の使用を監視す
る手段とを具備する装置。
　　［１２］前記監視する手段は、前記複数の加入者グループの各加入者グループに対す
る各ＷＷＡＮ接続の使用を区分する手段を備える［１１］記載の装置。
　　［１３］前記区分する手段は、異なる事前共有鍵を各加入者グループに割り当てる手
段を含む［１２］記載の装置。
　　［１４］前記区分する手段は、異なるサービスセット識別子（ＳＳＩＤ）を各加入者
グループに割り当てる手段を含む［１２］記載の装置。
　　［１５］前記確立する手段は、各ＷＷＡＮ接続を確立するときに、各加入者グループ
に対して異なるアクセスポイントネーム（ＡＰＮ）を使用する手段を備える［１１］記載
の装置。
　　［１６］前記確立する手段は、各加入者グループに対するパケットデータネットワー
ク（ＰＤＮ）レベル認証の間、異なる認証パラメータを使用する手段を備える［１１］記
載の装置。
　　［１７］前記確立する手段は、各加入者グループに対する異なる区分サービスコード
ポイント（ＤＳＣＰ）マーキングにより、インターネットプロトコル（ＩＰ）パケットを
マーキングする手段を備える［１１］記載の装置。
　　［１８］前記各加入者グループに対する異なるＤＳＣＰマーキングは、ネットワーク
により事前にアレンジされている［１７］記載の装置。
　　［１９］前記確立する手段は、各加入者グループからのトラフィックを異なる専用ベ
アラにマッピングする手段を備える［１１］記載の装置。
　　［２０］前記異なる専用ベアラにマッピングする手段は、ネットワークにより事前に
アレンジされている［１９］記載の装置。
　　［２１］ワイヤレス通信のための装置において、
　各ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）クライアントが複数の加入者グ
ループのうちの１つに属している、１つ以上のＷＬＡＮクライアントに対して、少なくと
も１つのワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）接続を確立するようにと、
　前記複数の加入者グループの各加入者グループに対する各ＷＷＡＮ接続の使用を監視す
るように構成されている少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されているメモリとを具備する装置。
　　［２２］その上に記憶されている命令を有する非一時的コンピュータ読み取り可能媒
体を具備する、ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラムプロダクトにおいて、
　前記命令は、１つ以上のプロセッサにより実行可能であり、
　前記命令は、
　各ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）クライアントが複数の加入者グ
ループのうちの１つに属している、１つ以上のＷＬＡＮクライアントに対して、少なくと
も１つのワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）接続を確立するための命令と
、
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　前記複数の加入者グループの各加入者グループに対する各ＷＷＡＮ接続の使用を監視す
るための命令とを含むコンピュータプログラムプロダクト。
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